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〔
商
法
　
二
三
〕

執
行
猶
予
の
判
決
を
う
け
た
取
締
役
の
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鰹
肇
蕪
晦
識
鰭
藷
融
齪
〉

　
【
判
示
事
項
】
　
株
式
会
社
の
取
締
役
が
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
、
刑
の
執
行
猶

予
の
判
決
を
受
け
た
場
合
と
取
締
役
た
る
資
格
喪
失
の
有
無

　
【
参
照
条
文
】
　
商
法
第
二
編
会
社
第
四
章
株
式
会
社
ノ
機
関
第
二
款
取
締
役

及
取
締
役
会
、
旧
刑
法
第
一
三
条
・
第
三
三
条
、
刑
法
施
行
法
三
六
条
・
三
七
条

　
【
事
実
】
　
甲
会
社
は
昭
和
二
七
年
四
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
で
あ

り
、
設
立
当
初
の
取
締
役
は
A
、
B
、
C
の
三
名
で
、
A
は
代
表
取
締
役
で
あ

つ
た
。

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

　
取
締
役
A
、
B
、
C
の
任
期
は
遅
く
と
も
昭
和
二
八
年
五
月
末
日
ま
で
に
開

催
さ
る
べ
き
同
年
三
月
期
の
決
算
書
類
承
認
の
為
の
定
時
株
主
総
会
終
結
の
日

を
以
て
満
了
す
べ
き
で
あ
つ
た
（
踊
縮
紅
）
。
と
こ
ろ
が
甲
会
社
で
は
取
締
役
選

任
の
手
続
を
経
な
い
ま
ま
に
、
昭
和
三
一
年
九
月
二
五
日
に
臨
時
株
主
総
会
を

開
催
し
た
如
く
仮
装
し
て
、
A
、
B
．
C
三
名
の
他
に
D
、
E
を
取
締
役
に
選

任
し
た
旨
の
議
事
録
を
作
成
し
、
同
年
一
〇
月
六
日
そ
の
登
記
を
な
し
、
又
昭

和
三
三
年
五
月
二
七
日
取
締
役
を
辞
任
し
た
A
、
C
、
D
、
E
は
、
同
日
開
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
（
四
四
九
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

れ
た
第
六
回
定
時
株
主
総
会
で
再
選
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
B
よ
り
前
者
に
つ

き
株
主
総
会
決
議
不
存
在
確
認
の
訴
が
、
後
者
に
つ
き
株
主
総
会
決
議
取
消
の

訴
が
提
起
さ
れ
、
現
に
繋
属
中
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
同
年
一
〇
月
二
四
日
、
D
、
E
は
辞
任
し
、
同
月
二
七
日
そ
の
登

記
が
な
さ
れ
た
。

　
A
は
同
年
二
月
一
〇
日
贈
賄
及
び
公
文
書
不
実
記
載
罪
に
よ
り
懲
役
一

年
、
執
行
猶
予
二
年
の
言
渡
を
受
け
、
同
月
二
五
日
そ
の
刑
は
確
定
し
た
。
従

つ
て
A
は
刑
法
施
行
法
三
七
条
三
六
条
及
び
旧
刑
法
三
一
条
三
三
条
に
よ
り
．

昭
和
三
三
年
一
一
月
二
五
日
株
式
会
社
取
締
役
の
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
取
締

役
を
退
任
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
甲
会
社
は
取
締
役
及
び
代
表
取
締
役
を
欠

く
よ
う
に
な
つ
た
が
、
任
期
満
了
後
取
締
役
の
権
利
義
務
を
有
す
る
者
は
B
、

C
の
両
名
の
み
で
あ
る
と
し
、
且
つ
早
急
に
後
任
者
の
選
任
の
行
わ
れ
る
事
情

に
な
い
と
し
て
、
B
か
ら
商
法
二
五
八
条
二
項
に
よ
り
一
時
取
締
役
及
び
代
表

取
締
役
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
の
選
任
を
求
め
た
。

　
【
判
旨
】
　
申
請
却
下
。

　
右
事
実
は
、
何
れ
も
裁
判
所
が
職
務
上
知
り
得
た
と
こ
ろ
で
裁
判
上
顕
著
で

あ
る
か
ら
、
問
題
は
A
が
懲
役
一
年
、
執
行
猶
予
二
年
の
判
決
を
受
け
、
そ
れ

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
当
然
株
式
会
社
取
締
役
の
資
格
を
喪
失
す
る
か
ど

う
か
に
あ
り
、
結
局
、
刑
法
施
行
法
三
七
条
、
旧
刑
法
三
一
条
八
号
、
並
に
同

法
三
三
条
の
適
用
を
う
け
る
も
の
か
ど
う
か
に
か
か
る
と
し
て
．
そ
の
解
釈
に

一
〇
二

（
四
五
〇
）

論
及
す
る
。

　
刑
法
施
行
法
三
七
条
に
よ
り
旧
刑
法
三
一
条
三
三
条
の
効
力
の
及
ぶ
の
は

『
他
ノ
法
律
中
旧
刑
法
三
一
条
又
ハ
三
三
条
ノ
規
定
ア
ル
タ
メ
、
人
ノ
資
格
二

関
シ
別
段
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
サ
リ
シ
場
合
」
に
限
る
が
、
取
締
役
た
る
資
格
に
つ

い
て
は
別
段
の
規
定
が
な
い
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
つ
て
、
商
法
二

五
四
条
二
項
の
如
き
も
資
格
に
関
す
る
規
定
と
い
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、

現
行
商
法
が
株
式
会
社
の
取
締
役
に
対
し
特
別
の
資
格
を
要
求
し
て
い
な
い
の

は
そ
の
必
要
が
な
い
た
め
で
あ
り
「
旧
刑
法
三
一
条
又
ハ
三
三
条
ノ
規
定
ア
ル

為
」
で
は
な
い
。

　
旧
刑
法
三
一
条
八
号
「
…
…
会
社
…
…
ヲ
管
理
ス
ル
ノ
権
」
に
い
わ
ゆ
る
会

社
は
、
当
時
に
お
い
て
は
数
次
に
わ
た
る
会
社
条
例
制
定
へ
の
動
き
、
即
ち
明

治
二
三
年
法
律
第
三
二
号
の
旧
商
法
一
五
六
条
に
お
け
る
「
株
式
会
社
ハ
ー
－

政
府
ノ
免
許
ヲ
得
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
之
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
の
い
わ
ゆ

る
免
許
主
義
の
宣
言
等
か
ら
み
ら
れ
る
如
く
、
資
本
主
義
体
制
へ
の
強
い
国
家

的
要
求
か
ら
す
る
政
府
の
啓
蒙
指
導
と
保
護
監
督
の
下
に
形
成
さ
れ
た
も
の

で
、
強
い
公
的
色
彩
を
帯
び
て
お
り
、
現
行
商
法
に
お
け
る
国
家
的
関
心
の
著

し
く
後
退
し
た
会
社
と
は
そ
の
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
旧
刑
法
三
一

条
八
号
に
い
わ
ゆ
る
会
社
が
現
行
商
法
、
有
限
会
社
法
上
の
会
社
を
意
味
す
る

と
解
す
る
こ
と
は
穏
当
を
欠
く
。
こ
の
こ
と
は
現
行
の
商
法
が
準
則
主
義
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
り
得
る
。



　
更
に
旧
刑
法
三
一
条
八
号
に
「
－
…
会
社
：
…
ヲ
管
理
ス
ル
ノ
権
」
が
何
を

意
味
す
る
か
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
．
昭
和
二
五
年
改
正
商
法
は
取
締
役

の
地
位
に
大
き
な
変
貌
を
も
た
ら
し
、
現
在
で
は
会
社
の
業
務
執
行
を
決
す
る

の
は
合
議
体
で
あ
る
取
締
役
会
に
限
り
各
取
締
役
は
そ
の
構
成
員
た
る
地
位
に

あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
取
締
役
た
る
こ
と
の
み
で
直
ち
に
会
社
を
管

理
す
る
も
の
と
は
い
え
ず
．
ま
し
て
株
式
会
社
の
経
営
は
個
人
た
る
商
人
の
場

合
に
異
な
ら
ぬ
私
的
な
利
潤
追
求
の
行
為
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ

て
み
れ
ば
、
取
締
役
の
地
位
に
伴
う
権
能
を
公
権
視
す
る
契
機
は
何
等
見
出
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
取
締
役
た
る
地
位
が
旧
刑
法
三
一
条
三
三
条
の
公
権

と
さ
れ
る
法
意
識
に
は
到
底
な
じ
め
な
い
。

　
そ
し
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
か
ら
と
い
つ
て
、
取
締
役
の
地
位
に
伴
う
権
能

を
剥
奪
停
止
す
る
合
目
的
性
は
見
出
さ
れ
な
い
し
、
こ
と
に
執
行
猶
予
中
の
も

の
に
つ
い
て
の
停
止
は
、
公
権
中
の
公
権
で
あ
る
選
挙
権
被
選
挙
権
で
さ
え
執

行
猶
予
者
は
こ
れ
を
失
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
と
比
較
し
て
も
不
合
理

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
又
も
し
現
行
商
法
が
か
か
る
「
管
理
ス
ル
ノ
権
」
の
剥
奪
停
止
を
意
図
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
会
社
設
立
に
際
し
て
の
取
締
役
の
登
記
や
．
そ
の
後
の
変
更
登

記
に
お
い
て
こ
の
点
の
資
格
証
明
書
類
を
必
要
と
す
る
法
制
が
あ
つ
て
然
る
べ

き
で
あ
ろ
う
に
、
何
等
こ
の
よ
う
な
要
求
は
窺
わ
れ
な
い
．

　
こ
う
し
て
み
れ
ば
旧
刑
法
三
一
条
八
号
は
現
行
性
を
有
し
な
い
も
の
で
あ

　
　
　
綱
　
例
　
研
　
究

り
、
か
り
に
そ
の
現
行
性
を
肯
定
す
る
と
し
て
も
．
同
号
に
い
わ
ゆ
る
「
会

社
」
と
は
、
そ
の
立
法
当
時
の
意
義
に
鑑
み
、
現
在
に
お
い
て
は
銀
行
業
、
電

気
事
業
、
鉄
道
事
業
等
の
業
態
的
に
公
共
的
意
義
を
有
し
、
現
に
国
家
的
規
整

を
受
け
る
い
く
つ
か
の
特
定
業
種
の
会
社
の
み
を
意
味
し
、
普
通
の
商
事
会
社

は
包
含
し
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
従
つ
て
普
通
の
商
事
会
社
で
あ
る
本
件
株
式
会
社
に
右
各
法
条
の
適
用
の
あ

る
べ
き
道
理
が
な
い
が
、
仮
に
適
用
あ
り
と
し
て
も
一
定
の
資
格
と
こ
れ
に
伴

う
権
能
と
は
同
じ
で
は
な
く
、
旧
刑
法
三
三
条
が
官
職
の
喪
失
と
公
権
の
停
止

と
を
区
別
し
て
い
る
文
言
の
体
裁
か
ら
み
て
も
権
能
の
制
限
は
資
格
の
喪
失
を

当
然
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
の
場
合
、
一
定
の
有
罪
判
決
の

要
件
の
下
に
公
権
停
止
を
規
定
す
る
刑
法
施
行
法
三
六
条
の
法
律
効
果
と
し
て

は
．
単
に
「
会
社
…
…
ヲ
管
理
ス
ル
ノ
件
」
を
行
う
こ
と
を
停
止
さ
れ
る
に
止

ま
る
か
ら
、
取
締
役
た
る
の
地
位
は
そ
の
ま
ま
で
、
単
に
職
務
執
行
の
み
が
停

止
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
何
れ
に
し
ろ
取
締
役
の
資
格
喪
失
を
当
然
に

帰
結
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
本
件
申
請
は
商
法
二
五
八
条
の
前
提
を
欠
く
も
の
で
あ
つ
て
理
由
が
な
い
。

　
【
評
釈
】

　
本
件
で
問
題
に
な
る
の
は
、
判
旨
も
述
べ
る
如
く
、
株
式
会
社
の
取
締
役
が

懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
、
刑
の
執
行
猶
予
の
判
決
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
　
（
四
五
一
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

が
取
締
役
た
る
資
格
を
失
う
か
ど
ラ
か
の
点
で
あ
る
．

　
判
旨
は
公
権
と
い
う
意
味
か
ら
、
或
は
取
締
役
の
法
制
上
の
地
位
か
ら
等
、

詳
細
に
わ
た
つ
て
旧
刑
法
三
一
条
八
号
の
現
行
性
を
否
定
し
、
こ
の
よ
う
な
場

合
、
株
式
会
社
の
取
締
役
は
そ
の
資
格
を
喪
失
し
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。

　
判
旨
の
述
べ
ら
れ
た
理
由
に
従
い
、
順
次
以
下
に
ふ
れ
て
み
た
い
。

　
判
旨
が
旧
刑
法
一
一
二
条
八
号
の
現
行
性
を
否
定
す
る
第
一
の
理
由
は
、
有
罪

判
決
を
受
け
た
取
締
役
が
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
資
格
を

喪
失
す
る
の
は
、
旧
刑
法
三
一
条
の
「
会
社
…
－
ヲ
…
…
管
理
ス
ル
ノ
権
」
に

か
か
わ
り
、
刑
法
施
行
法
三
七
条
が
「
他
ノ
法
律
中
旧
刑
法
第
三
十
一
条
又
ハ

第
三
十
三
条
ノ
規
定
ア
ル
為
メ
人
ノ
資
格
二
関
シ
別
段
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
サ
リ
シ

場
合
二
付
テ
ハ
旧
刑
法
第
三
十
一
条
及
ヒ
第
三
十
三
条
ノ
規
定
ハ
人
ノ
資
格
二

関
シ
刑
法
施
行
前
ト
同
一
ノ
効
力
ヲ
有
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．

「
明
治
三
二
年
の
公
布
に
か
か
る
現
行
商
法
が
右
施
行
法
第
一
条
に
い
わ
ゆ
る

『
他
ノ
法
律
』
に
あ
た
る
こ
と
は
疑
な
い
が
・
：
－
現
行
商
法
は
．
そ
の
二
五
四

条
第
二
項
の
如
き
も
資
格
に
関
す
る
規
定
と
言
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ

う
で
な
い
と
し
て
も
…
：
現
行
商
法
は
株
式
会
社
の
取
締
役
に
対
し
（
自
然
人

た
る
以
外
）
特
別
の
資
格
を
要
求
し
て
い
な
い
の
で
あ
つ
て
、
『
別
段
ノ
規
定
』

が
な
い
の
は
、
単
に
そ
の
必
要
が
な
い
為
で
あ
り
、
『
旧
刑
法
第
三
一
条
又
ハ

第
三
三
条
ノ
規
定
ア
ル
為
』
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
．

　
し
か
し
明
治
四
〇
年
刑
法
施
行
（
明
治
四
一
年
一
〇
月
一
日
）
前
は
旧
刑
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
（
四
五
二
）

が
施
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
当
時
の
我
が
国
の
法
令
は
、
当
然
旧
刑

法
の
存
在
を
前
提
と
し
て
規
定
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
点
、
現
行

商
法
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
（
現
行
商
法
は
明
治
三
二
年
六
月
一
六
日
施

行
）
．
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
時
代
の
法
令
が
、
旧
刑
法
の
規
定
を
排
除
又
は
変

更
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は
、
常
に
そ
の
都
度
特
別
の
規
定
を
設
け
て
い
た
こ
と

は
、
多
く
の
例
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
（
關
餓
猷
別
旧
眠
藩
誕
ト
濁
鯵
鶉
m
）
瑚
細
評
別
ヒ

灘
畢
螢
雄
誉
難
顯
錨
酪
響
薄
凱
齪
鍛
彗
報
）
．
よ
つ
て
、
こ

の
よ
う
な
旧
刑
法
の
規
定
の
排
除
又
は
変
更
の
規
定
な
き
場
合
は
、
特
別
の
事

情
の
な
い
限
り
、
刑
法
（
旧
刑
法
）
に
規
定
あ
る
た
め
、
特
に
重
ね
て
規
定
す

る
ま
で
も
な
い
も
の
と
し
て
規
定
を
設
け
な
か
つ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
現
行
商
法
が
、
そ
の
時
代
の
立
法
で
あ
り
、
且
つ
別

段
の
規
定
の
な
い
以
上
、
旧
刑
法
の
規
定
を
前
提
と
し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と

解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
判
旨
は
、
第
二
の
理
由
と
し
て
、
旧
刑
法
三
一
条
八
号
の
「
会
社
…
－

ヲ
…
…
管
理
ス
ル
ノ
権
」
の
意
義
を
追
究
す
る
。

　
即
ち
会
社
に
つ
い
て
は
「
明
治
初
年
に
お
け
る
会
社
制
度
の
形
成
は
、
資
本

主
義
体
制
へ
の
強
い
国
家
的
要
求
か
ら
す
る
政
府
の
啓
蒙
指
導
と
保
護
監
督
の

下
に
．
遂
行
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
現
れ
と
し
て
株
式
会
社
の
設
立
に

つ
い
て
は
免
許
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
旧
刑
法
三
一
条
八
号
が
会
社

を
管
理
す
る
の
権
を
公
権
中
に
入
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
民
間
資
本
に
対
し
高



度
の
国
家
的
関
心
が
あ
つ
た
た
め
で
、
個
々
の
会
社
企
業
が
公
的
色
彩
を
帯
び

た
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
述
べ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
反
し

現
行
商
法
は
、
会
社
設
立
の
自
由
性
に
向
つ
て
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
、
い
わ
ゆ

る
準
則
主
義
を
採
用
し
、
個
々
の
会
社
一
般
に
対
す
る
国
家
的
関
心
は
著
し
く

後
退
し
て
お
り
、
『
会
社
』
の
観
念
が
明
治
一
三
年
当
時
と
現
在
と
で
は
異
つ

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
た
と
え
明
治
コ
ニ
年
当
時
の
会
社
と
現
在
の
そ
れ
と
異
つ
て
い
る

か
ら
と
い
つ
て
、
明
治
二
二
年
の
法
律
の
中
に
用
い
て
あ
る
「
会
社
」
な
る
文

句
の
意
味
が
、
現
在
に
お
い
て
は
、
現
在
の
会
社
を
意
味
す
る
と
見
る
こ
と
は

解
釈
法
則
と
し
て
重
大
な
誤
り
を
冒
し
て
い
る
。
明
治
コ
ニ
年
の
法
律
に
お
け

る
「
会
社
」
は
、
現
在
に
お
い
て
も
、
そ
の
当
時
（
明
コ
ニ
）
の
意
味
に
お
け

る
会
社
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
特
に
旧
刑
法
三
一
条
八
号
が
「
会
社
及
ヒ
共

有
財
産
」
を
管
理
す
る
の
権
を
剥
奪
し
て
い
る
所
か
ら
見
れ
ぽ
、
会
社
か
ら
共

有
財
産
に
至
る
中
間
の
形
態
を
除
外
し
た
も
の
と
は
解
し
得
な
い
の
で
あ
つ

て
，
判
旨
の
如
く
解
し
た
の
で
は
、
何
故
会
社
と
、
共
有
財
産
と
だ
け
を
取
上

げ
て
、
そ
の
中
間
形
態
を
除
外
す
る
か
理
解
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
．

　
た
だ
間
題
に
な
る
の
は
、
改
正
前
商
法
（
明
治
三
二
年
制
定
）
は
、
当
然
旧

刑
法
の
存
在
を
前
提
と
す
る
が
、
昭
和
コ
ニ
年
の
商
法
改
正
時
に
は
既
に
旧
刑

法
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
改
正
会
社
法
は
旧
刑
法
の
存
在
を
前
提
と
す
る

訳
が
な
い
。
刑
法
施
行
法
三
七
条
は
、
専
ら
刑
法
施
行
当
時
（
明
治
四
一
年
一
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○
月
一
日
）
既
存
の
法
律
の
こ
と
を
言
つ
て
お
り
、
そ
の
施
行
後
に
制
定
さ
れ

る
他
の
法
律
は
同
条
の
関
知
し
な
い
所
で
あ
る
．
よ
つ
て
昭
和
二
二
年
に
改
正

さ
れ
た
商
法
（
法
七
二
）
は
、
刑
法
施
行
法
三
七
条
に
所
謂
「
他
ノ
法
律
」
で

は
な
く
な
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
こ
の
点
、
共
有
財
産
を
管
理
す
る
船
舶
管
理
人
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

船
舶
管
理
人
は
、
昭
和
＝
二
年
の
商
法
改
正
で
は
何
等
の
改
正
を
う
け
て
い
な

い
（
商
法
六
九
九
条
以
下
）
．
よ
つ
て
、
昭
和
二
二
年
改
正
前
に
当
然
前
提
と
な

つ
て
い
た
旧
刑
法
の
存
在
は
現
在
で
も
同
様
に
、
そ
の
前
提
と
な
つ
て
い
る
と

見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
だ
と
す
れ
ば
、
刑
法
施
行
法
三
七
条
は
、
昭
和
一
三
年
の
改
正
商
法
を
も
含

め
て
「
他
ノ
法
律
」
と
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
点

の
一
つ
の
裏
付
け
と
し
て
、
当
時
、
商
法
改
正
委
員
た
る
松
本
博
士
も
取
締
役
に
つ

い
て
．
公
権
剥
奪
又
は
停
止
を
認
め
て
お
ら
れ
、
昭
和
一
三
年
の
商
法
改
正
に
つ
い

て
も
な
お
旧
刑
法
を
前
提
と
し
て
お
ら
れ
た
と
伺
え
る
。
松
本
改
正
商
法
大
意
一
八

二
頁
）
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
点
に
お
け
る
差
異
か
ら
論
述
す
る
な
ら
と
も
か
く
、

明
治
二
二
年
の
法
律
中
に
用
い
ら
れ
て
あ
る
「
会
社
」
は
、
現
在
で
は
現
在
の

会
社
を
意
味
す
る
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

　
更
に
「
管
理
ス
ル
ノ
権
」
に
つ
い
て
も
判
旨
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
昭
和
二
五
年
の
改
正
に
よ
つ
て
取
締
役
の
地
位
に
は
変
更
が
あ
り
、
各
取
締
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役
は
そ
の
構
成
員
た
る
地
位
に
お
い
て
業
務
執
行
に
関
与
す
る
だ
け
で
、
各
自

に
会
社
の
代
表
権
を
持
つ
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
取
締
役
の
地
位
は
必
ず
し
も

会
社
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
に
は
あ
た
ら
な
い
と
述
べ
る
。

　
昭
和
二
五
年
改
正
前
の
「
取
締
役
」
に
は
二
義
あ
り
、
一
は
会
社
機
関
そ
の

も
の
、
他
は
そ
の
機
関
構
成
員
で
あ
る
。
そ
し
て
公
権
剥
奪
、
停
止
を
受
け
る
対

象
と
し
て
は
機
関
そ
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
専
ら
機
関
構
成
員
と
し

て
の
取
締
役
で
あ
る
。
従
つ
て
そ
の
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
．
現
行
法
上
の
取

締
役
と
改
正
前
の
取
締
役
と
は
本
質
的
差
別
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
．

　
第
三
に
判
旨
は
旧
刑
法
三
一
条
八
号
に
い
わ
ゆ
る
「
会
社
」
と
は
、
公
権
剥

奪
と
い
う
立
法
当
時
の
意
義
に
鑑
み
、
現
在
に
お
い
て
は
、
銀
行
業
、
電
気
事

業
、
鉄
道
事
業
等
業
態
に
公
共
的
意
義
を
有
し
、
現
に
国
家
的
規
制
を
受
け
る

い
く
つ
か
の
特
定
業
種
の
会
社
の
み
を
意
味
し
、
普
通
の
商
事
会
社
は
包
含
し

な
い
と
解
し
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
公
権
剥
奪
、
停
止
と
い
う
場
合
の
「
公
権
」
な
る
名
称
に
と

ら
わ
れ
て
そ
の
本
質
を
見
誤
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
公
権
剥
奪
は
決
し
て
「
公
権
」
を
剥
奪
す
る
の
で
は
な
い
。
何
を
剥
奪
す
る

の
か
は
、
専
ら
旧
刑
法
三
一
条
の
列
挙
を
総
称
し
て
「
公
権
」
と
言
つ
て
い
る

に
過
ぎ
ず
、
よ
つ
て
そ
の
中
に
は
学
問
上
公
権
に
属
し
な
い
も
の
も
あ
り
、
又

反
対
に
学
問
上
は
公
権
に
属
し
て
も
剥
奪
さ
れ
る
公
権
に
は
入
ら
な
い
も
の
も

あ
る
（
公
権
ト
ハ
凡
日
本
人
タ
ル
者
何
人
二
限
ラ
ス
固
有
シ
タ
ル
権
理
ニ
シ
テ
之
ヲ
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失
フ
ト
キ
ハ
乃
チ
一
個
人
民
ノ
体
面
ヲ
全
フ
セ
サ
ル
貴
重
ノ
権
利
ナ
リ
左
二
掲
ク
ル

九
項
ノ
中
或
ハ
政
事
二
関
シ
或
ハ
栄
誉
二
関
シ
利
益
二
関
シ
信
用
二
関
ス
ル
等
ノ
別

異
ア
ル
ト
難
モ
概
シ
テ
言
ヘ
ハ
一
個
々
々
皆
此
ノ
数
権
ノ
カ
ヲ
含
有
ス
ル
者
ニ
テ
総

テ
人
民
平
等
二
所
有
ヲ
得
ラ
ル
可
キ
権
利
ナ
レ
ハ
之
ヲ
合
称
シ
テ
公
権
ト
云
ナ
リ
而

シ
テ
此
権
ヲ
剥
奪
セ
ラ
ル
・
者
ハ
現
在
有
ス
ル
者
ハ
勿
論
之
ヲ
失
ヒ
将
来
ハ
得
ル
事

能
ハ
サ
ル
者
ト
ス
、
立
野
胤
政
編
・
改
正
増
補
刑
法
註
解
二
九
頁
三
〇
頁
V
。
　
「
公

権
」
と
い
う
こ
と
か
ら
法
意
識
を
割
り
出
す
こ
と
は
論
理
的
な
誤
り
を
冒
し
て

い
る
の
で
あ
つ
て
、
問
題
は
専
ら
旧
刑
法
が
刑
罰
と
し
て
如
何
な
る
法
益
を
剥

奪
停
止
せ
ん
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
四
に
上
げ
て
い
る
理
由
は
「
一
定
の
資
格
と
こ
れ
に
伴
う
権
能
と
は
同
じ

で
は
」
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
現
に
旧
刑
法
第
三
三
条
が
官
職
の
喪
失

と
公
権
の
停
止
と
を
区
別
し
て
い
る
文
言
の
体
裁
か
ら
見
て
も
．
権
能
の
制
限

は
資
格
の
喪
失
を
当
然
に
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
件
の
場
合
、
一
定
の

有
罪
判
決
の
要
件
の
下
に
公
権
停
止
を
規
定
す
る
刑
法
施
行
法
第
三
六
条
の
法

律
効
果
と
し
て
は
、
単
に
…
…
会
社
…
…
ヲ
管
理
ス
ル
ノ
権
を
行
う
こ
と
を
停

止
せ
ら
れ
る
に
止
ま
る
か
ら
、
取
締
役
た
る
の
地
位
は
そ
の
ま
ま
で
職
務
執
行

の
み
が
停
止
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
」
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
当
然
喪
失
を

前
提
と
し
て
、
商
法
第
二
五
八
条
の
適
用
を
論
ず
る
本
件
申
請
は
、
そ
の
余
の

判
断
に
及
ぶ
ま
で
も
な
く
失
当
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
一
定
の
資
格
と
、
こ
れ
に
伴
う
権
能
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
が
．
か
よ
う
な
業
務
執
行
関
与
を
禁
ぜ
ら
れ
た
取
締
役
の
如
き
は
、
何
人

い
て
も
役
に
立
た
な
い
の
で
、
一
時
的
に
で
も
せ
よ
、
一
取
締
役
が
そ
の
権
能

を
停
止
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
結
果
、
会
社
の
取
締
役
と
し
て
職
務
を
行
い
得
べ

き
者
の
員
数
が
定
員
を
欠
く
に
至
る
な
ら
ば
、
会
社
の
業
務
執
行
に
支
障
を
来

す
べ
き
こ
と
は
、
取
締
役
が
い
な
い
た
め
定
員
を
欠
い
た
場
合
と
何
等
変
り
は

な
く
、
従
つ
て
そ
の
権
能
を
停
止
さ
れ
て
い
る
期
間
は
や
は
り
商
法
二
五
八
条

に
い
わ
ゆ
る
「
法
律
又
ハ
定
款
二
定
メ
タ
ル
取
締
役
ノ
員
数
ヲ
欠
ク
ニ
至
リ
タ

ル
場
合
」
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
い
ず
れ
の
点
か
ら
み
て
も
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
出
来
な
い
。
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